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Abstract

This report is discussed concerning the learning on visual display terminal works(――――a

study on the design of the optilnum working hours(part 2)一 ).   In order to investigate the

inauence ofヽ「DT Mrorks 60 minutes耶 ′as chosen as the continuous、 】、orking hours  And it Mras

considered in all its aspects The experimental results were as follows (1)As factors which

affected the leaming there、 vere physical and mental fatigue,noises,nghting,working method,

、vorking hOurs,layout,mental condition,and so on  (2)It、 vas necessary that、vorkers rnade aH

possible efforts for nem′ 「ヽDT、vork at irst even if they Ⅵ〆ere practiced in VDT、】、orks and they
spent too much time in it (3)But in spite of new VDT work they got skinful at it over one

month by、vorking it repeatedly

1. は じめ に

最近,パ ーソナルコンピュータ,フ ードプロ

セッサー等のディスブレイ装置を備 えた OA
機器が著しい普及を示し,様々な分野で大いに

利用されてきている。米国企業の管理者やスペ

シャリス トを対象にした全国調査の結果では,

生産性を向上させるにはアシスタントよりもパ

ソコンを導入した方が良いという回答が 65%

もあり,人員を増やすと答えたのは僅か 13%に

すぎなかったということである1)。 また,こ のよ

うな高度情報化社会が進む情勢の中で,コ ン

ピュータ教育の在り方が問われてきたが,文部
省の調査研究協力者会議は学校教育へのコン

ピュータ導入について,児童・生徒の心身の発
達段階に応じた方法と内容が重要であると指摘

昭和 60年 10月 31日 受理
卒 機械工学科専任講師

した基本的な考え方を示した中間報告をまとめ

ている。。このように,コ ンピュータ等はより身

近なものとして受け入れられてきている。しか

し,導入した職場では,いわゆるVDT作業と呼
ばれる作業が多くなり,長時間画面を注視しな
がら作業をするために,眼精疲労や筋肉疲労,精

神的不安定などを訴えるオペレータが急増して

きている。従来のキーパツチャーに関しては,労

働省通達として細部にわたった作業管理基準が

発表されているが,VDT作業については,VDT
化が進んでいる民間企業,総評,労働省等が,あ

くまでも暫定的なものとしながら,労使協議で

決めたり,外国の事例等を参考にまとめたりし

て,そのガイドラインを示している段階である。

ところが,1985年 9月 6日 に日本産業衡生学会

の「VDT作業に関する検討委員会」は,医師の
立場からはこれが初めてという,VDT作 業者
の健康と安全を守るために, どういう職場環境
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が好ましいかについての基本的な考え方と具体

的なVDT作業機器や作業環境 。作業管理の基
準を示した意見書をまとめ,行政や労使に対し

て勧告という形で基準の実現を積極的にl動きか

けていくことにしていると報じていた
2ち その

中の作業管理面においては,「一連続作業時間は

50分以内とし,50分につき 10分以上の休憩」と

なっているが,労 l動省のガイドラインでは,「連

続作業の場合には目安 として 1時間について

10分～15分の作業休止時間を設ける」としてあ

り,前報で,最適な一連続作業時間を 60分 とし

た報告 と類似している。また先頃社会問題 と

なった妊産婦については「VDT作業の妊産婦
への影響が解明されていないので,妊産婦は作

業を避ける」としている。次に,作業環境につ

いても,細かく基準を設定しているが,三菱電

機と産業医科大人間工学教室では,個人差の大

きい VDT作業の最適環境を研究するために,
椅子の高さやディスプレイの位置や輝度を,使
う人の体格や視力に合わせて自動的に調節する

実験装置を開発し,従来,デ ィスプレイのナ軍度
や机の高さ等の VDT障害への影響は別々に研
究されてきたが, この装置で様々な条件の関係

を総合的に研究できるとしている。9。 このよう

に,ハ イテク時代の新しい職業病として,VDT
作業は大きな問題となっているのである。

本研究は,デ イスプレイモニタを使用 した
パーソナルコンピュータのデータ入力作業,い
わゆるVDT作業において,最適な作業時間を
どのように設計すればよいかを考究するもので

あり,前報告においては,作業時間を変えた場

合の作業疲労 。作業星
~°
作業の確かさ・作業の

速さ・作業の安定さ等々の検討を通して,一連

続作業時間の設計を試みたものである。ところ

で,動作時間研究に消いては,動作時間に及ば

す習熟効果の観測が行なわれ,要素動作のよう
な小さなものの習熟についても研究が進められ

るようになり,実際の作業所要時間の目標設定
などに使われている。また,作業を改善すると
いうことは,現在の作業内容の変更を意味し,改

善された方法は従来の方法で行なっていた経験

作業者にとっても未習熟作業になる。方法が根

本的に変更された場合は無論のこと,普通の作

業改善のように,ム ダな要素が排除されたり,動

作内容が組み替えられた場合でも同様である。

改善された方法が所期の効果を表わすまでに

は,習熟の過程とそれを促進するための訓練が

必要になるの。本報告においては,こ のような習

熟に目を向け,一連続作業時間を 60分 とした ,
また被験者に対しては新しい,初めての作業と

なるようなモデル作業を設定し,前報同様,作
業量・作業の確かさ。作業の速さ。作業の安定

さ等の検討を通して,デ ータ入力作業における

習熟について考究するものである。

2.実 験方法

本実験は NECパ ーソナルコンピュータ PC―
8801を 使用したデータ入力作業をモデル作業

とした。図 1は作業者の作業姿勢と使用機器の

配置を示したものである。椅子の高さは 45 cm,

机の高さは 70 cm,作業者の目とNECモ ノク
ロディスプレイモニタPC-8851① の画面との

距離は約 50～ 60 cm位 である。又,作業者の身

体からキーボード②前面までの距離は約 35

～45 cm位 である。作業者はキーボードの手前

にある台③ に置かれた入カデータが記載され

てある用紙とディスプレイモニタを注視しなが
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図2 入カデータの例
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ら,キ ーボードよリデータを入力する。入力中

誤って入力した場合には直ちに修正を行なう。1

ブロック入力後,作業者は必ず入力したデータ
に誤 りがないかどうかをディスプレイモニかを

注視して,見直し確認を行ない,誤 りがあれば

直ちに修正を行な う。誤 りがな lすれば次のブ

ロックのデータ入力の準備をしてから,直 ちに

入力を開始する。照明・採光は被験者にまがし

さを感じさせないよう,照度 も適度な明るさ
(300～ 1,500ル クス)になるよう心がけ, また,
光源が VDT画面に映らないように注意し,画
面のギラツキを防止した。騒音についてもネ皮験

者の邪魔にならないよう心が 1/ナた。入カデータ

は,1ブ ロックに 10個 の数値が並んだもので,1

個の数値は,図 2に示してあるように,10個 の

数字・文字・記号から成っている。作業時間は,

前報において一連続作業時間としては最適であ

ると推察された 60分 とし,そ れぞれの被験者
が,毎 日一定の時間帯で実験が行なえるよう考
慮 した。実験期間は昭和 59年 11月 12日 ～12

月 8日 で,被験者 3人が約 4週間に渡って実験
を行なった。尚,被験者は実験に入る以前に,
パーンナルコンピュータの入力操作に十分な練

習を積んだ男子大学生(平均年齢 21歳 )である。

3.

3.1 作業量

実験結果及び考察

作業量は,60分の作業時間以内に入カデータ

を何ブロック入力したかを見たもので,4週間
の変化が図 3の ような結果を得た。これより,被

験者 3人の結果を比較すると被験者 Bが他の 2

人より若千作業量が多 くなっているのがわか

る。また,作業量の変化を見ると,三段階に分
類できるように思われる。新しい作業に慣れて

いない為に,極度に注意を払い,正確に入カデー

,図 3 作 業 量

夕を入力しようとするために極端に作業三が少

なくなり, 日毎に作業量の増加が著しい傾向を

示している第一段階,徐々に新しい作業にも慣
れてきて,極端な作業量の増加は見られないが

依然として増加傾向を示す第二段階,そ して新
しい作業に習熟しだし,安定した作業が行なわ
れ,作業量の増減があまり見られない第二段階
である。第一段階は実験開始後約 1週間位がそ

の期間に当ると推狽」される。第二段階にはその

後の約 2週間位が当り,第二段階には最後の 1

週間が当っていると推測される。したがって,被

験者が新しい作業に慣れ,安定した作業が遂行
できるようになるには少なくとも約 1か月以上

の期間を要するのではないかと推察される。

3.2 平均作業時間

図 4は入カデータを 1ブ ロック入力するのに

要する平均作業時間を示したものである。当然

のことながら前節の作業量の結果と反比例的な

結果が得られているが,作業時間としては,入
力作業における主作業時間として表わしてある

ので,準備作業,見直し確認作業にかかわる時
間は除外してあるために,疲労等々と共にそれ
らに要する時間も若干増える傾向を示すことか

ら,正確に反比例的な結果とは言えないもので

ある。しかし,こ の結果からも,全体的には食々

に作業時間の短縮が見られているが,最初の 1

週間はかなりの時間の短縮が見られ,新作業に
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図 4 1ブ ロック入力当 りの平均主作業時間

慣れ,習熟効果が大きい様子がわかる。また,前

節で,被験者 Bが作業量はかなり多かったのに

対し,平均主作業時間ではあまり差が現われて

いない。これは,やはり主作業時間よりも準備

作業時間・見直し確認作業時間が影響を与えて

いるものと推察される。

3.3 作業時間のばらつき

作業が安定して行なわれているかどうかを主

作業時間のばらつきで示す為に,1日 について

の主作業時間の標準偏差値を算出し,グ ラフ化

したのが図 5である。全体的には,3人の被験者

とも日数が増すに従って,作業に慣れ,主作業

時間にばらつきが少なくなり,安定した作業が

遂行されていることが推測できる。また,最初
の 1週間においては,主作業時間が非常にばら
つきが大きくなっているが,やはり,作業に慣

れていない為に修正作業に時間を費いや した

り,ま た不用意に作業遂行にただ時間を無駄に

費いやしたり,ま た逆に,作業が,ス ムーズに

ミスもなく,無駄な作業もなく行なわれたりす

ることもあり,その結果, このようにばらつき

が大きく現れたと思われる。実験開始 1週間以

後は作業にも慣れ始め,主作業時間にもばらつ

きが小さくなり,安定した作業が遂行されてい

る。また,被験者 Bと被験者 Cは類似した変化

を示しているが,被験者 Aは若千ばらつきも大
きく,変化にも他の 2人 と異なった周期的動き

図 6

→ 経過日数

1ブ ロック当 りの平均打ち誤 り数

が現われている。

3。 4 作業ミス

図 6は 1日 に
'も

い
ける入カデータ 1ブ ロック当

りの打ち誤 り数を表わしたものである。本実験

における作業 ミスに関しては,入力中の主作業

時においても,入力後の見直し確認作業時にお

いても,必ず入力したデータに誤 りがあれば直
ちに修正を行なう様に被験者に指示してあるの

で, これは被験者が見逃した作業 ミスの結果で

ある。これからは,実験開始後の 4日 間と実験

終了前の 4日 間に作業 ミスが多 く現われてい

る。最初の 4日 間に関しては,新しい作業を始
めるのだから,正確に入カデータを入力しよう
と努力しているにもかかわらず,作業に慣れて

いない為に多 くの作業 ミスを生じるが,入力

時 。見直し確認時に発見し,大概は修正が行な

八戸工業大学紀要 第 5巻
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―
累計平均主作業時間

。 個別主作業時間

５００

４００

３００

２００

１００

（
房
ｅ

囮

せ

蠅
　
　
　
剛
　
　
　
２００

（冒
ｅ

足

せ

■革1丁

(イ )被 験 者 A

一
累計平均主作業時間

・  個別主作業時間

■エデ1,rfi々■■

→ 経過 日数

蠅
　
　
　
３００
　
　
　
２００

（房
ｅ

囮

也

100

>L「 ヽ . ィ
Lf

(口 )被 験 者 B
→ 経過 日数

500
一
累計平均主作業時間

・  個別主作業時間

■卜I

(ハ )被 験 者 C       → 経過日数

図 7.1ブ ロック入力当 りの個別主作業時間と累計平均主作業時間
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われているのだが,それでも残ってしまったも
のだと推測される。最後の 4日 間に作業 ミスが

多く現われているのは,被験者の心理的面が現
われたもので,「実験終了まであと4日 間だ」と

いう意識から,知 らず知らずのうちに気持ちが

上付いた結果であると推察される。これは作業

開始直後,ま たは作業終了直前において,一般

的に作業 ミスや事故が多いと言われていること

に合致している。また, このことから,習熟効

果を上げるためには,疲労・作業方法・作業時
間等々の l′まかに被験者の心理的な面も考慮する

必要があると思われる。

3.5 作業の習熟

図 7は被験者 3人の作業の習熟効果を示した

ものである。維軸には主作業の所要時間を,横

軸には 1日 の入カブロックの中央 10ブ ロック

を 4週間分継続して示してある。黒九印は主作

業の個別所要時間値を,白丸印を線で結んであ
るのは累計平均所要時間値の変化を示す。一般

に,個別所要時間値は累計平均所要時間値より

ばらつきが大である。従って,習熟効果を表現

するには累計平均値を中心に考える方が有利で

ある。。ところで習熟とは,同一の機能を果たす

ための行為の繰返しによる効果があるとき習熟

があると定義されており
5),習
熟は三種類に分

けて考えることができ,第 1は心理学の分野に

属するもの,第 2は人間工学に属するもの,第
3は IE分野における習熟が考えられる。この第

3が作業の習熟に当たり,こ れは第 1,第 2の分

野の習熟と異なる主たる点は,習熟を起こす要

因が必ずしも単一ではなく,複数で複合してい

る場合が非常に多いということである。。従っ

て様々な角度からの検討が必要となる。図より,

個別所要時間は 1日 の作業の中で安定している

はずの中央 10ブ ロックの主作業の作業時間を

とっているにもかわらず,3人の被験者ともか
なりのばらつきを示している。特に,被験者 C
に関してはばらつきが大きく現われれている。

また,前述してあるように,やはり実験開始後

1週間は,平均作業時間は長く,作業時間のばら

つきも大きく現われているのがわかる。その後 ,

平均作業時間も徐々に低減してきており,ばら
つきも小さくなってきており,安定した作業が

遂行されていることがわかる。また,被験者 B
については,最後の日の個別所要時間にばらつ

きが特に大きく現われているが, これは,やは

りその日で実験が終了するという解放感から作

業に影響を与えたものと推測される。次に,累
計平均所要時間の変化を見てみると,実験開始

初 日の変化に類似な点が見 られることがわか

る。それは,累計平均所要時間が一旦低減する
がまた増加し,それから徐々に低減しているこ

とである。2日 日以降はほとんど累計平均所要

時間は増加することなく低減しており,作業に

習熟していく様子が見られる。ただ,累計平均
所要時間が最終日においても,個別所要時間の

平均値よりも大きい値を示しており,い まだ習

熟し切っていないことが推察される。しかし,こ

れは実験開始 1週間のデータが強く影響を残し

ていると推測され,最終日のみの個別所要時間 ,

累計平均所要時間を見ると,完全に習熟し切っ
た,安定した作業が遂行されている様子が推察
され, コンピュータのデータ入力作業において

は,約 1か月間位の習熟期間が必要であり,そ
れに合った作業量の設計が必要である。

4。 ま と め

最適作業時間の設計に関する研究において,

パーソナルコンピュータのデータ入力作業にお

l′ナる習熟について,一連続作業時間を 60分 とし

たモデル作業を設定し,実験的にあらゆる面か

ら考察した結果,以下の結論が得られた。
(1)習熟に影響を与える要因として,肉体疲
労・精神疲労,騒音・照男・温湿度等の環境,作
業方法・作業時間,装置配置,被験者の熟練度
等々の様々な要因が考えられ,それらを改善す
ることによって習熟効果が起こると推察され

る。
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(2)習熟に影響を与える要因として,被験者
の様々な心的動揺が考えられる。

(3)コ ンピュータの入力操作に十分な練習

を積んでいても,新 しい作業に対しては多くの

努力と時間が必要である。

(4)新 しい作業でも繰 り返 し練習すること
により習熟性が増し,作業に熟達する。

(5)新 しい作業を行なう場合には,習熟率を

考慮に入れた作業量の設計が必要である。
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